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v E-mail－ kfujita@kmj.biglobe.ne.jp 藤田耕造

第２１回道退教石狩・札幌支部総会・新緑の集いご案内
みなさん お元気でしょうか。わが支部は、今年結成２１年目年を迎えました。

お陰さまで参加者も年毎に増え、１００名前後の壮大な集いになっています。

私たちは今、東日本大震災･原発事故から、 TPP 、消費税大増税、憲法改悪等の新たな国民的
大運動の真っ只中に居ます。そんな時代にふさわしく、今年も会員の過半数を参加目標とし大成

功させたいものと取り組んでいます。

うた声同好会のオープニングを始め、各同好会・各地区・生きがいの作品展など総合的な交流

の場となります。大いに語って飲んで歌って、意気高くスタートを切りたいものと思います。どうぞお

誘いあわせの上ご参加を！ 総会は、１０時から受付開始です。

▼ と き ５月２１日（火） １０：００～１０：３０ ・受付・作品展鑑賞

１０：３０～１２：１０ ・総 会 ･米寿、喜寿記念品贈呈

１２:３５～１４：３０ ・新緑の集い
▼ ところ 東区民センター大ホール（東区北１１条東７丁目 ☎ ７４２－５５００)

（地下鉄東豊線『東区役所前』 ４番出口直進、信号渡ってすぐ）

▼ 内 容（１）作品展（絵画・書・写真・陶芸・手芸など多彩な作品群）

（２）総 会 ★総会終了後に写真撮影します

（３）新緑の集い（ 12時 35分から、大懇親会１００名規模を目標！）

（４）『どっこい』（第１６号２０周年特集号をお渡しします）

▼ 参加費 1500 円
▼ お願い（１）年会費 4000 円（ご夫婦の方 7000 円）も合わせて納入下さるよう

お願いします。欠席の方は、友人知人にお願いして下さい。

（２）出欠の葉書は、４月３０日までに投函下さい。

近況報告は、出欠にかかわらず、ぜひお書き下さい。

当日、支部便り『近況報告特集号』として発行します。昨年は１０２名からあり、 大好

評でした。今年も、どうぞよろしく。

★参加キャンセルの場合は５月１４日まで必ず連絡下さい。

★年会費納入は、総会時での納入を原則にしています。欠席の方は同じ地区の

方か、同好会の何方かにお願いして納入されるようお願いします。
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「どっこい」１６号丁合作業に手を貸して下さい
今号は２０周年記念特集号ですので、人手がたくさん必要です。

作業後の清々しさを味わうのも楽しいですよ。完成が楽しみです。

■４月３０日(火) １時～３時 ■道教組会議室(北９・東１労働センター３Ｆ)

201３/04/16道退教石狩・札幌支部便り14６号

総会作品展への出品を!
例年、総会会場を取り囲む作品群は壮観です。道退教のみなさんの多彩な趣味の世界を垣間

見ることが出来ます。この作品展から刺激をうけ書道や水彩画、山岳写真へとすすまれた方もおら

れるほどです。どうぞ、今年も沢山の作品を持ち寄り交流の輪を広げたいものです。よろしくお願い

します。

☆作品例 ※ ・同好会の掲示発表にも活用して下さい

・絵画（水彩、油彩、切り絵、デッサン、絵手紙、版画、マンガなども）

・書（条幅、短冊、色紙、掛け軸、詩、ベン字など）

・手芸（編み物、刺繍、さしこ、キルテング、押し絵、ちぎり絵、クラフトなど）

・陶芸（今年もぜひお願いします）

・写真（同好会や行事のスナップなども）

・詩集、同人誌、家族写真、自費出版物、年賀状など

☆作品の搬入

・搬入は前日までに係と連絡して準備を願います。

・当日持参の場合8:50~9:30まで。準備の都合上時間厳守願います。

☆搬出 当日終了次第

☆出品の連絡 ○同封の葉書に、種類、点数、一点ずつの作品名を記入下さい。

○担当連絡先 小川美智子 ☎・８９１－８３１４ ・FAX８９５－９０９７

須藤清三 ☎・FAX ８４６－１２１４

藤嶋千惠子 ☎・ ０９０－４８７５－１９１２

藤田耕造 ☎・FAX ７４１－２５６０

■地区世話人の皆さん、会場設営にお手伝いお願いします▼
作業開始 ９時 ▼ 作業終了１０時
▼作業内容 ①机椅子設営 ②作品展パネル、作品展示 ③ステージ設営など

会計・監査委員会 (相澤道男・館村章・地蔵幸信 会計監査委員)

■と き ５月１４日（火）１１：００～ ■ところ 道教組会議室

お忙しいところよろしくお願いいたします。
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室

報告とお礼
＜震災避難者支援＞「厚別・白石子育てクラブ」

（事務局 原田 勇 ）☎・ FAX 898-1877

みなさんのご支援を受けながら、厚別区に避難している震災者支援をほぼ２年間行ってきました。

今の時期、保護者も含めて子どもたちは、「トラウマ反応」が活性化するといわれています。

ある程度、食・睡眠が保障され、生活の場も確保されると、今まで緊張していた身体が解放され、記

憶の蓋が開き、乱暴な言動をとったり、今まで出来たことが出来ないという退行現象を示したりします。

私たちが支援している子どもたちにも同じような状況が見受けられます。

今後これらのことに配慮しながら子どもたちと向き合って支援活動を進めていきたいと考えています。

■2012年度 賛助会費・募金等の使用内容を報告します

▼ 収 入 １３６、１２６円 ▼ 支 出 ９２、１２４円

▼ 支出内訳 ・秋の藻岩山・真駒内バス遠足 ６６、０４６円

（バス代、ミニケーブルカー代、保険、弁当代など）

・Ｘマス会 ８、８９９円（みかん代、会場費、謝礼・交通費）

・会場費 ６、７００円 （打ち合わせ・当日の会場）

・事務費 １０、４７９円（コピー代、ネームプレート代、電話代）

・繰越金 ４４,００２円 (１３６,１２６－９２,１２４＝４４,００２)

■2013年度の計画
今年度も賛助会費・募金等をよろしくお願いします

４月２０日（土）第１３回「子どもふれ合いクラブとミニお茶会」＊「ハンドマッサージ」の会

５月１８日（土） 第１４回「子どもふれ合いクラブとミニお茶会」 ＊教育相談・懇談会

６月２２日（土） ピクニック「北海道開拓の村」「川下公園」

７月２９日（月） 第１５回「子どもふれ合いクラブとミニお茶会」 ＊社会福祉士相談会

９月２１日（土） 秋の遠足 藻岩山（展望台）、さけ科学館 「モエレ沼公園」バス１台利用 １０月１９日

（土）第１６回「子どもふれ合いクラブとミニお茶会」＊「ストレッチヨガ」の会

１１月１６日（土） 第１７回「子どもふれ合いクラブとミニお茶会」＊ミニお茶会 ※ クリス

マス会実行委員決定（子ども５名、保護者３名、スタッフ２名）

１２月２２日（土） 「クリスマス会」、バルーンアーティスト、劇団一揆など

１月 ８日（水） いなり公園スキー教室

１月１３日（月） 藻岩山スキー教室

２月2１日（土） ＊社会福祉士・教育相談会

第１８回「子どもふれ合いクラブとミニお茶会」

３月23日（土） 「卒業・進級をお祝いする会」
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＊
米
寿

１
９
２
５
年
生
ま
れ

(

２
名)

・
石
井

安
幸
さ
ん

・
深
瀬

幸
夫
さ
ん

＊
喜
寿

１
９
３
６
年
生
ま
れ

(

５
名)

・
秋
元

伸
一
さ
ん

・
秋
山

皇
蔵
さ
ん
、

・
樺
沢

昌
平
さ
ん

・
櫻
井

貞
さ
ん
、

・
澤
又

隆
夫
さ
ん

会
員
一
同
、
心
よ
り
長
寿
を
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

戦
前
、
戦
中
、
戦
後
と
文
字
通
り
激
動
の
世

紀
を
生
き
抜
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

誰
に
も
分
か
る
授
業
と
楽
し
い
学
校
づ
く
り

を
、
平
和
憲
法
と
民
主
教
育
を
守
る
た
め
学
テ
、

勤
評
、
安
保
を
闘
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
で
す
。

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
ご
健
康
で
長

寿
を
全
う
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
文
と
写
真
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

石
井

安
幸

国
鉄
千
歳
線
の
土

手
の
林
に
沿
っ
た
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
青
葉
の
ま
ち
」
の

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
四
年
間
で
累
計
四
百
日
を

越
し
ま
し
た
。

フ
ァ
イ
ル
式
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
日
記
も
十

四
冊
目
に
入
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
療
養
施
設
入
居
の
状
況
は
と
い
う

と
、
何
処
の
施
設
も
女
性
が
八
割
を
占
め
て
い

る
よ
う
で
す
！

「
歌
」
や
、
三
階
広
場
の
「
入
居
者
の
体
操
」

ま
で
八
割
を
占
め
て
い
ま
す
！
。
大
学
生
も
時

折
参
観
に
来
た
り
、
こ
の
仕
事
の
将
来
性
も
伺

わ
れ
ま
す
。

「
陶
芸
」
の
作
品
を
造
っ
た
り
、
草
花
の
ス

ケ
ッ
チ
を
し
た
り
、
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

い
つ
ま
で
続
く
だ

ろ
う
か秋

元

伸
一

二
十
歳
を
迎
え
た
一
九
五
六
年
、
三
笠
か
ら

根
室
へ
向
か
う
列
車
の
中
で
、
夢
と
不
安
の
混

じ
っ
た
気
持
ち
で
落
ち
着
か
な
い
私
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
十
年
間
、
教
師
生
活
の
中
で
子

ど
も
と
向
か
い
合
い
な
が
ら
、
考
え
て
も
い
な

か
っ
た
北
教
組
専
従
を
含
め
退
職
ま
で
つ
と
め

た
組
合
活
動
は
、
教
育
実
践
の
多
く
の
記
憶
と

共
に
心
の
中
に
強
く
、
大
き
な
宝
と
し
て
残
り

ま
し
た
。

一
九
九
六
年
退
職
後
、
道
東
勤
医
協
ね
む
ろ

医
院
の
建
設
と
友
の
会
活
動
、
年
金
者
組
合
の

設
立
と
役
員
で
育
て
ら
れ
た
活
動
は
、
当
地
へ

来
て
か
ら
も
続
け
ら
れ
て
い
て
〞
年
な
ん
だ
か

ら
無
理
す
る
な
よ
”
と
自
分
の
心
に
言
い
聞
か

せ
な
が
ら
仲
間
の
後
に
つ
い
て
歩
ん
で
い
ま

す
。

私
の
近
況

樺
澤

昌
平

最
近
、
体
力
の
衰
え
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
る

が
「
喜
寿
」
を
意
識
す
る
こ
と
も
な
く
過
ご
し

て
い
た
。
「
喜
寿
を
迎
え
た
感
想
を
…
」
と
求
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め
ら
れ
、
改
め
て
考
え
て
み
た
。

退
職
し
て
か
ら
喜
寿
を
迎
え
る
ま
で
、
直
接
、

間
接
に
「
余
市
ふ
れ
あ
い
農
場
」
に
関
わ
っ
て

過
ご
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
先
は
ど
う
過
ご
す

の
か
自
問
し
て
み
た
。
以
前
か
ら
考
え
て
い
た

こ
と
な
の
だ
が
、
二
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む
出

発
点
に
し
よ
う
と
思
っ
た
。

一
つ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
記
録
を
ま

と
め
、
後
を
担
っ
て
く
れ
る
方
々
に
参
考
に
し

て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
だ
と
思
う
こ
と
。
そ
の
た

め
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
を
習
い
始

め
た
。
資
料
を
ひ
っ
く
り
返
し
な
が
ら
、
少
し

ず
つ
パ
ソ
コ
ン
入
力
を
始
め
た
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
。

二
つ
目
は
、
健
康
寿
命
（
自
分
の
こ
と
を
自
分

で
で
き
る
年
齢
）
を
少
し
で
も
長
く
保
て
る
よ
う
、

土
か
ら
離
れ
ず
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
だ
。

私
は
目
が
悪
い
の
で
、
現
職
中
か
ら
畑
を
借

り
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
作
っ
て
い
た
の
だ
が
、

「
余
市
ふ
れ
あ
い
農
場
」
に
関
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
試
作
用
の
畑
と
し
て
使
っ
て
き
た
。

現
在
は
『
共
同
菜
園
』
と
し
て
石
澤
さ
ん
、
藤
田

弘
子
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら
い
な
が
ら
継
続
し

て
い
る
。
昨
年
は
『
支
部
厚
別
地
区
の
会
』
の
皆

さ
ん
が
畑
を
訪
問
し
て
く
れ
た
。
離
農
し
た
酪

農
家
の
方
も
時
々
手
伝
っ
て
く
れ
る
。
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
に
菜
園
を
訪
ね
て
も
ら
お
う
と

思
い
、
休
憩
小
屋
も
作
っ
た
。
畑
の
傍
ら
で
様

々
な
学
び
合
い
や
交
流
が
で
き
る
と
と
い
い
な

と
思
っ
て
い
る
。

孫
と
散
歩

（
喜
寿
を
目
前
に
し
て
）

櫻
井

貞

散
歩
を
ね
だ
っ
て
い
る
孫
に
、
私
は
「
ど
こ

へ
」
、
「
あ
っ
ち
も
、
こ
っ
ち
も
、
来
る
所
」
。

散
歩
道
は
，
鉄
道
と
並
行
し
て
、
駅
ま
で
、
三

百
メ
ー
ト
ル
程
続
い
て
い
ま
す
。

二
人
で
大
き
く
手
を
握
っ
て
歩
き
始
め
ま
し

た
。
そ
の
間
、
孫
は
前
後
を
さ
か
ん
に
振
り
返

っ
て
い
た
が
、
や
が
て
急
ぎ
足
と
な
り
、
「
前

か
ら
来
た
」
と
踏
切
ま
で
走
り
ま
し
た
が
間
に

合
わ
ず
、
左
か
ら
右
へ
と
走
る
電
車
を
あ
然
と

し
た
顔
で
眺
め
、
小
さ
く
「
行
っ
ち
ゃ
っ
た
」

と
つ
ぶ
や
く
よ
う
に
言
っ
た
。

「
こ
っ
ち
か
ら
来
た
」
、
十
メ
ー
ト
ル
先
の
踏

切
ま
で
急
ぎ
ま
し
た
。
孫
は
、
豆
粒
程
の
電
車

が
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
い
て
き
た
時
は
、
ニ
コ

ニ
コ
し
て
手
を
は
た
い
て
い
た
が
、
目
の
前
を

通
る
時
は
、
耳
に
手
を
あ
て
一
言
も
発
せ
ず
、

に
ら
み
つ
け
る
よ
う
に
、
ジ
ー
ッ
と
、
そ
の
物

体
を
見
て
い
た
…
が
、
通
過
し
た
と
た
ん
「
ワ

ー
」
と
叫
ん
だ
。
「
亭
太
よ
か
っ
た
な
あ
」
「
う

ー
ん
。
ま
た
こ
よ
う
ね
」
、
「
わ
か
っ
た
」
、
孫

は
三
歳
三
ヶ
月
の
時
。

自
分
の
足
で
歩
く
楽
し
さ澤

又

隆
夫

苫
小
牧
か
ら
来
ま
し
た
。
周
辺
に
は
、
藻
岩

山
、
円
山
、
手
稲
山
な
ど
手
軽
に
登
れ
る
山
も

多
く
、
週
に
何
回
か
出
か
け
て
い
ま
す
。

目
下
、
車
も
や
め
自
分
の
足
で
歩
く
楽
し
さ

も
満
喫
し
て
い
ま
す
。
森
や
林
の
中
で
鳥
た
ち

の
さ
え
ず
り
や
虫
の
音
を
耳
に
し
な
が
ら
の
山

道
に
も
格
別
の
味
が
あ
る
も
の
で
す
。

本
州
の
白
山
等
に
も
登
り
ま
し
た
が
、
山
と

い
え
ば
大
雪
が
私
の
好
み
。
群
生
す
る
高
山
植

物
の
見
事
さ
、
い
つ
見
て
も
あ
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
喜
寿
を
迎
え
、
山
歩
き
の
魅
力
に

も
は
ま
っ
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。
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✦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

入
会
の
お
誘
い

是
非ご

一
緒
に
プ
レ
イ
を
！

世
話
人
舟
木
寛

待
ち
遠
し
か
っ
た
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。

５
月
２
日
か
ら

月
初
旬
ま
で
毎
週
木
曜
日
石

11

狩
の
緑
苑
台
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

時
か
ら

10

18

ホ
ー
ル
の
プ
レ
イ
で
す
。
終
了
後
、
成
績
発
表
。

入
賞
者
へ
の
賞
状
と
お
互
い
の
健
闘
を
た
た
え

合
い
ま
す
。
広
々
と
し
た
緑
の
芝
上
で
和
気
藹

藹
の
う
ち
に
も
自
己
新
記
録
を
目
指
し
、
火
花

を
散
ら
す
熱
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
午
後

は
自
由
で
体
力
の
あ
る
人
は
皿
は
１
８
ホ
ー

ル
、
３
６
ホ
ー
ル
を
目
指
し
て
存
分
に
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

昨
年
度
は
新
人
の
活
躍
や
女
性
群
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
で
群
雄
割
拠
。
毎
回
優
勝
者
が
入
れ
替

わ
る
ほ
ど
の
活
況
で
実
に
お
も
し
ろ
い
展
開
と

な
り
ま
し
た
。

わ
が
同
好
会
は
、
初
心
者
か
ら
も
「
こ
こ
で

は
誰
か
ら
も
せ
っ
つ
れ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て

で
き
る
。
」
と
好
評
で
す
。
入
場
料
は
午
前
３

百
円
。
一
日
券
で
は
５
０
０
円
。
レ
ス
ト
ラ
ン

な
し
で
弁
当
持
参
を
。
定
例
会
の
他
、

せ
ホ

36

ー
ル
の
日
帰
り
ツ
ア
ー
や
一
泊
ツ
ア
ー
、
支
部

長
杯
と
イ
ベ
ン
ト
も
全
開
で
す
。
ぜ
ひ
あ
な
た

も
健
康
と
交
流
の
輪
広
が
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

わ
が
同
好
会
へ
！

✦
登

山

大
自
然
を
満
喫
し
ま
せ
ん
か

世
話
人
野
原
安
雄

山
歩
会
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
今
年
で

年
。

21

昨
年
は
十
山
に
１
７
８
名
が
登
頂
。
い
ず
れ
も

無
事
故
、
無
遅
刻
、
無
断
欠
席
な
し
で
終
了
。

道
退
教
や
高
退
教
の
会
員
と
そ
の
友
人
・
知
人

と
広
が
り
、
目
下

数
名
の
会
。

30

毎
回
の
参
加
者
は
名
か
ら

名
で
平
均

名
程

27

18

度
。新

会
員
を
迎
え
て
は
い
ま
す
が
、
年
ご
と
に

高
齢
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
年
齢
階
層
に

ふ
さ
わ
し
い
山
々
を
選
ん
で
い
ま
す
。
選
定
は

納
会
で
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
決
定
。
そ
れ
だ

け
に
選
り
す
ぐ
ら
れ
た
山
々
ば
か
り
で
好
評
で

す
。今

年
の
十
一
山
は
、
す
で
に
２
月
発
行
の
支

部
便
り
に
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
是
非
あ
な
た

も
ご
参
加
を
！
そ
れ
な
り
の
体
力
、
脚
力
、
気

力
が
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。.

今
か
ら
で
も
間

に
合
い
ま
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
日
常
化
で
体
力
や
脚
力
を
！

大
自
然
の
す
ば
ら
し
い
景
観
と
山
の
す
が
す

が
し
い
空
気
を
体
一
杯
に
！
生
き
て
る
っ
て
、

健
康
っ
て
こ
ん
な
に
も
す
ば
ら
し
い
も
の
か
と

実
感
で
き
る
の
が
登
山
で
す
の
で
。
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✦
茶

道

世
話
人
中
村
久
子

こ
の
大
雪

で
駐
車
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
り
、
一
月
か
ら

ず
っ
と
休
会
中
で
す
。
春
、
待
ち
遠
し
い
同
好

会
と
な
り
ま
し
た
。
雪
も
溶
け
る
４
月
か
ら
活

動
再
開
。
つ
も
る
思
い
を
語
り
合
い
な
が
ら
も
、

お
茶
の
心
を
学
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

✦
書

道世話
人
小
川
美
智
子

こ
れ
ま
で
ご
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
て

い
た
鳴
海
先
生
が
体
調
を
崩
さ
れ
静
養
中
で

す
。
そ
れ
で
、
目
下
の
所
会
場
に
集
ま
っ
て
自

主
研
修
。
手
本
を
参
考
に
作
品
を
仕
上
げ
、
本

部
に
送
付
し
、
添
削
を
受
け
、
そ
れ
を
も
と
に

練
習
を
重
ね
検
定
作
品
を
仕
上
げ
て
お
り
ま

す
。

✦
踊

り

世
話
人
土
田
智
子

５
月

日
の
支
部
総
会
で
の
発
表
に
向
け
、

21

元
気
の
出
る
中
村
美
律
子
の
「
河
内
男
節
」
の

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

３
月

日
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た

19

「
春
の
高
齢
者
芸
能
大
会
」
に
竹
の
会
を
代
表

し
て
高
橋
睦
朗
さ
ん
が
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の

「
流
れ
人
」
を
舞
い
大
き
な
拍
手
を
も
ら
い
ま

し
た
。
哀
愁
を
お
び
た
曲
に
合
わ
せ
て
舞
う
美

し
い
踊
り
で
し
た
。

✦
読

書

世
話
人
室
崎
和
佳
子

２
月
例
会
は

日
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

21

が
、
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
３

月
例
会
は
、
豊
村
一
矢
作
「
桜
」(

北
海
道
民

主
文
学
１
９
０
号)

を
読
ん
で
感
想
を
出
し
合

い
ま
し
た
。
こ
の
「
桜
」
は
本
当
は
二
月
に
予

定
し
て
い
た
の
で
す
が
、
上
記
の
よ
う
な
事
情

で
中
止
に
な
っ
た
の
で
、
作
者
で
あ
る
豊
村
さ

ん
の
了
解
を
い
た
だ
き
一
ヶ
月
後
の
今
回
扱
わ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
作
品
で
す
。
参

加
者
は
、
筆
者
の
豊
村
さ
ん
を
含
め
８
名
。
豊

村
さ
ん
か
ら
は
「
３･

の
震
災
に
思
い
を
託

11

し
て
本
作
を
書
い
た
」
と
執
筆
の
動
機
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
か
ら
は
「
涙
が
溢
れ

て
し
ま
っ
た
。
体
験
し
て
い
な
い
の
に
、
昔
の

こ
と
を
調
べ
て
こ
う
い
う
文
章
に
な
る
の
か
、

と
そ
の
文
章
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
び
っ
く
り
し

た
」
「
春
子
の
家
の
様
子
が
戦
後
の
開
拓
農
民

の
様
子
と
だ
ぶ
っ
て
う
か
ん
だ
」
「
風
呂
が

な
い
か
ら
、
春
子
のよ

う

な
体
験
を
し
て
い

る
子
た
ち
も
い
た
の
だ
ろ
う
」
「
福
島(

原
発)

と
矢
臼
別(

軍
事)

と
辺
野
古(

軍
事)

、
全
て
巨
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額
の
マ
ネ
ー
に
か
す
め
取
ら
れ
て
い
る
。
金
で

ま
み
れ
て
い
る
現
実
は
同
じ
」
な
ど
と
、
作
品

か
ら
話
は
拡
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

✦
う
た
声
コ
ー
ル
ド
ー
ン

世
話
人

塩
谷
昭
子

久
し
ぶ
り
に
斉
藤
康
子
さ
ん
の
伴
奏
で
練

習
、
三
月
初
め
の
土
日
は
大
荒
れ
の
天
候
で
コ

ー
ル･

ド
ー
ン
も
練
習
を
休
み
ま
し
た
。

23

日
の
練
習
は
一
ヶ
月
ぶ
り
。
斉
藤
康
子
さ
ん
が

代
わ
り
に
伴
奏
し
て
く
だ
さ
り
、
復
習
を
し
な

が
ら
熱
の
入
っ
た
練
習
と
な
り
、
一
時
半
か
ら

四
時
ま
で
続
行
し
ま
し
た
。

４
月

日
は
総
会
な
の
で
、
昨
年
の
活
動
を

12

振
り
返
っ
て
い
ま
す
が
、
石
狩･

札
幌
支
部
総

会
を
は
じ
め
、
全
道
う
た
ご
え
祭
典
な
ど
８
回

も
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
み
ん
な
が
元
気

で
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
発
表
で
き
る
の
は
嬉
し

い
こ
と
で
す
。
今
年
も
こ
れ
か
ら
発
表
の
時
期

と
な
り
ま
す
が
、
良
い
発
表
が
出
来
る
よ
う
練

習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

✦
囲

碁

世
話
人

柿
崎
幸
至

第
４
回
例
会
を
３
月

日
午
後
１
時
か
ら
、

21

東
区
民
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

島
田
正
樹
さ
ん
、
池
内
省
子
さ
ん
、
藤
田
耕
造

さ
ん
、
柿
崎
幸
至
の
４
人
が
集
い
ま
し
た
。

４
時
半
頃
ま
で
の
３
時
間
半
、
時
間
を
忘
れ
て

対
局
し
ま
し
た
。

当
日
は
外
は
寒
く
雪
模
様
で
し
た
が
、
熱
く
楽

し
く
闘
い
ま
し
た
。

一
人
３
局
づ
つ
満
足
の
う
ち
に
終
局
と
な
り
ま

し
た
。

今
年
度
も
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

✦
ス
キ
ー

ス
キ
ー
ツ
ア
ー
無
事
終
了

世
話
人

加
藤

活
男

当
初
二
月
二
七
・
二
八
日
を
予
定
し
て
い
た

ニ
セ
コ
行
き
は
、
ホ
テ
ル
の
都
合
で
二
五
・
二

六
日
に
繰
り
上
げ
て
実
施
し
ま
し
た
。

真
駒
内
駅
前
集
合
、
ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
に

好
天
を
予
想
し
三
台
の
車
に
分
乗
し
出
発
し

た
。
途
中
、
中
山
峠
を
過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
雲

行
き
が
あ
や
し
く
な
り
、
ニ
セ
コ
町
に
入
る
こ

ろ
に
は
雪
も
降
り
出
し
、
「
ホ
テ
ル
ニ
セ
コ
い

こ
い
の
村
」
に
到
着
、
渡
島
・
函
館
支
部
の
五

名
と
合
流
総
勢
十
六
名
で
ア
ン
ヌ
プ
リ
ス
キ
ー

場
に
向
か
う
。

あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
雪
に
加
え
て
風
も
つ

き
、
視
界
も
悪
く
な
り
不
満
の
残
る
半
日
と
な

っ
た
。
ホ
テ
ル
に
戻
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
で

歓
談
・
入
浴
な
ど
で
過
ご
し
会
食
を
待
つ
。

六
時
い
よ
い
よ
会
食
、
し
ば
し
懇
談
の
後
そ

れ
ぞ
れ
一
言
、
ス
キ
ー
歴
あ
り
政
治
談
義
あ
り
、

日
頃
の
感
想
あ
り
で
時
に
は
合
い
の
手
が
入
り

チ
ャ
チ
ヤ
あ
り
で
笑
い
を
誘
い
和
気
蘭
々
の
う

ち
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
二
時
間
後
、

場
所
を
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
に
移
動
し
二
次

会
、
夕
食
後
部
屋
で
の
飲
酒
は
早
く
休
み
た
い

人
に
と
っ
て
は
、
大
変
迷
惑
な
こ
と
で
あ
る
と

の
配
慮
か
ら
、
遠
慮
す
る
こ
と
に
し
て
カ
ラ
オ

ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

飲
ん
で
歌
っ
て
、
し
ゃ
べ
っ
て
時
の
過
ぎ
る
の

も
忘
れ
て
楽
し
い
一
刻
を
過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
。
ニ
セ
コ
グ
ラ
ン
ー
ヒ
ラ
フ
で
の
滑

走
、
昨
日
の
風
雪
が
嘘
の
よ
う
な
ス
キ
ー
日
和

り
、
雪
質
も
最
高
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
、
雪
国
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に
生
ま
れ
た
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
心
い
く
ま

で
ゲ
レ
ン
デ
で
の
滑
走
を
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
一
時
半
、
駐
車
場
に
集
合
、
渡
島
・
函

館
支
部
の
み
な
さ
ん
と
は
三
回
目
の
ス
キ
ー
行

で
あ
り
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て
解
散
し
ま
し

た
。
一
年
振
り
の
交
流
な
が
ら
話
が
は
ず
み
、

全
員
握
手
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

✦
政

治

と

教

育

を

語

る

会

三
月
例
会
年
金
の
話
は
難
し
い
け
ど

世
話
人
藤
田
弘
子

三
月
一
一
日
の
お
話
は
、
年
金
者
組
合
書

記
次
長
の
吉
岡
恒
雄
さ
ん
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
持
参
で
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
た
資
料
の
表
や
グ
ラ
フ
を
指
し
示
し
な
が

ら
の
説
明
。「
年
金
の
こ
と
は
難
し
い
か
ら
…
」

と
お
っ
し
ゃ
る
吉
岡
さ
ん
の
言
葉
に
、
終
わ
っ

た
と
き
に
少
し
賢
く
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
く
ら

い
の
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
。

こ
の
学
習
会
の
前
ま
で
は
、
昨
年
の
国
会
で

成
立
し
た
年
金
関
連
法
で
「
特
例
水
準
」
（
政

府
に
言
わ
せ
る
と
も
ら
い
す
ぎ
）
に
な
っ
て
い

る
２
．
５
％
の
削
減
が
こ
れ
か
ら
２
，
３
年
の

間
に
３
回
ぐ
ら
い
に
分
け
て
行
わ
れ
る
と
決
ま

っ
た
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
の
で
、
年
金
が
減

る
の
は
参
る
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
あ
と
に
描
か
れ
て
い
る
シ
ナ
リ
オ
に

つ
い
て
は
ま
っ
た
く
無
知
で
し
た
。
こ
の
日
の

学

習

会

で

こ

れ

に

私

は

衝

撃

を

受

け
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
話
で
す
。
２
０

０
４

年
に
決
ま
っ
た
年
金
支
給
率
を
決
め
る
仕

組
み
で
す
。
物
価
ベ
ー
ス

に
対
し
て
毎
年
０
．
９
％

（
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
）
を

差
し
引
い
て
年
金
支
給
率

を
決
め
る
や
り
方
で
す
。

そ
の
目
的
は
標
準
年
金
支
給
水
準
を
現
役
の
平

均
手
取
り
収
入
の
６
２
．
３
％
か
ら
２
０
２
３

年
に
５
０
．
１
％
に
す
る
た
め
。
で
も
０
５
年

度
以
降
物
価
が
上
昇
せ
ず
適
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
す
。

年
金
改
悪
の
法
案
が
次
々
と
出
さ
れ
る
中
、

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
も
話
題
に
な
っ
た
は
ず

で
し
ょ
う
。
言
葉
に
は
聞
き
覚
え
が
あ
っ
た
の

で
す
か
ら
。
し
か
し
、
私
は
そ
こ
を
素
通
り
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
「
特
例
水
準
」
解
消
の
あ

と
に
こ
の
シ
ナ
リ
オ
が
既
定
方
針
通
り
実
施
さ

れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
ザ
ワ
ー
っ
と
し
ま
し

た
。
少
し
遠
か
っ
た
年
金
問
題
が
ぐ
っ
と
身
近

に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
日
い
た
だ
い
た
資
料

に
は
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
た
く
あ
り
ま
す

が
、
改
め
て
学
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
三
月
例
会
で
し
た
。
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〈写真〉2013/02/26 スキー同好会 ニセコひらふ
(後に見知らぬ人あり) 馬場雅、杉本邦雄

大原敏広、山田幸子、芝田容子、太田裕子、于美保子.．小林仁
加藤光則 千田勉 渋谷正子 吉田国彦 加藤活男 小川昭子 多田満彦
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詩

佐
藤
武

笑
顔
う
れ
し
い
パ
ー
ク
の
仲
間
へ

き
の
う

雨
に
濡
れ
て
た
コ
ー
ス
の
グ
リ
ー
ン

け
さ
は
朝
日
を
あ
び
て
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
る

「
き
ょ
う
も
元
気
で
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
き
て
う

れ
し
い
わ
ね
」

友
の
激
励

か
わ
ら
ぬ
明
る
い
笑
顔
は
じ
け
る

う
れ
し
い
木
曜
日

テ
ィ
グ
ラ
ン
ド
に
立
つ

ク
ラ
ブ
を
握
る

こ
の
緊
張

と
き
め
き
が
い
い

気
の
い
い
友

と
の
ス
タ
ー
ト
が
う
れ
し
い

か
け
が
い
の
な
い
平
和
な

い
こ
い
の
時
間

い
つ
か
歩
行
困
難
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
寝
込
ん

だ
と
き

元
気
で
遊
ん
だ
緑
苑
台
で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
あ

な
た
が
か
け
て
く
れ
た
こ
と
ば

微
笑
み

ふ
り
返
っ
て
涙
流
す
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い戦
中･

戦
後
を
生
き
た
苦
難
に
満
ち
た
吾
ら
の

時
代

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が

あ
と
一
年
続
い
て

い
た
ら

原
爆
か
爆
撃
で
死
ん
で
い
た
だ
ろ
う
な
あ

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
を
握
る
手
に
鉄
砲
を

持
た
さ
れ
て

ボ
ー
ル
じ
ゃ
な
く
弾
を
撃
っ
て
殺
人
者
に
な
っ

て
い
た
だ
ろ
う
か

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は

人
生
行
路
の
よ
う
だ

山
あ
り

谷
あ
り

ラ
フ
あ
り

傾
斜
あ
り

起

伏
あ
り

直
進
あ
り

カ
ー
ブ
あ
り

ま
ぐ
れ
あ
り

ま
さ
か
あ
り

予
期
せ
ぬ
落
と

し
穴
あ
り

し
く
じ
っ
て
も
落
ち
込
ま
ず

希
望
つ
な
い
で

ひ
た
む
き
に
前
へ
前
へ
と
進
ん
だ

九
つ
の
ホ
ー
ル
は

平
和
憲
法
九
条

世
界
平

和
へ
つ
な
が
る
ス
テ
ッ
プ
の
よ
う
で
・
・
・

あ
な
た
の
背
中
追
っ
て

あ
た
た
か
な
思
い
出

い
っ
ぱ
い
残
し
た

春

花
咲
く
道
で
あ
っ
た

暑

快
汗
快
風
緑
そ

よ
ぐ
道

秋

友
情
錦
色
に
染
ま
る
道
で
あ
っ

たあ
な
た
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

勝
っ
た
と
き
の

謙
虚
な
ふ
る
ま
い
素
敵
だ
っ
た

私
達

ど
こ
か
で

し
く
じ
っ
て
も

い
つ
か
ど

こ
か
で
は
幸
運
が
あ
っ
た
・
・
・

も
う
す
ぐ

凍
り
つ
く
冬
の
季
節

で
も

春
は
ま
た
新
し
い
装
い
で
や
っ
て
く
る

仲
間
よ

そ
の
ま
ま
の
す
て
き
な
笑
顔
で
再
開

し
よ
う

２
０
１
２
年
月
１
日

11

道
退
教
札
幌
石
狩
支
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
納
会
で
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文
芸
欄
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絵手紙２題

(北広島) 手島淳子

切り絵２題

(北区) 渡部 務
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★支部総会

5月21日(火)

例年より早いです

■新しい仲間 どうぞよろしく 握手！ (この上なく嬉しいニュース)

事務局から

◇坪松一昭さん ＊最終校 恵庭市立松恵小学校－2009年退職
つぼまつかずあき

＊現住所 〒061ｰ1372 北海道恵庭市恵み野南４丁目１０ｰ６

☎ 001ｰ0123ｰ37ｰ6255

＊特に決まった仕事はしていません。道民教の仕事の手伝い、恵庭原発ゼロの会などの 活

動をしています。よろしくお願いします。

＊同好会＝政治と教育を語る会に入ります

◇森田宣彦さん ＊最終校 北海道余市養護学校－2013年退職
もりたのぶひこ

＊現住所 〒004ｰ0022 北海道札幌市厚別区厚別南2丁目28ｰ1ｰ307

☎ 001ｰ398ｰ4015

＊3月に引っ越しし新生活をスタートしました。生活のペースづくりをしたいと考えています。その

うちゆっくりいろいろな活動に参加させて貰えたらと思っています。

＊同好会＝・囲碁 ・登山 ・パークゴルフ ・政治と教育を語る会 に入ります

★さあ！みなさん！

メーデーで会いましょう－
5月1日(水) 午前9:30 オープニング
中島公園自由広場 ★道退教の旗の下あつまれー！

＊デモ出発前＝ステージ前で集合写真を撮りますよ！全員集合！
＊デモ後＝労働センター内道教組会議室にて新人歓迎会・交流会(北9東1)

(歩けない人は、先に行っていて下さい)

★未来を担う子どもたちのために｢原発ゼロ｣へ！普天間基地即時撤去！

★｢消費税大増税｣・｢社会保障切り捨て｣・｢TPP｣参加・｢憲法改悪｣を許すな！

★格差社会とんでもない！軍事大国化絶対阻止！参議選で悪政に審判を！

第84回
メーデー万歳
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■退会します (この上なく悲しいニュース)

・清水重信 豊平区 ・中嶋牧夫 豊平区

■道本部幹事会が開かれました (2月24日 労働センターにて)

■本部総会ご案内(８名以上の参加期待)
５月１８日（土）１３時より労働センター３Ｆ (北9東1) 米寿･喜寿の方 現地

支部として全道の仲間を笑顔一杯で迎えたいと思います。 記念品贈呈も

＊胆振、上川、宗谷、網走、空知、函館、檜山、石狩・札幌（阿部参加）の８支部参加。

＊「全国教育要求署名運動」道退教計５千筆の目標達成(4970筆)※他団体など全道計64，540筆

石狩・札幌１９００、渡島・函館５３０、釧路５２０、上川旭川４８４、網走４０４、檜山３００でした

皆さんのご苦労に心より感謝申し上げます。今後もよろしくお願いします。

＊討議の中で各支部から活動状況報告がありました

(１)会員の高齢化が確実に進み、親睦旅行や集い、支部だよりの原稿集めに苦労している。

(２)各支部では会員が点在しており会員の死亡を新聞の死亡欄で知った。

(３)困難な中で支部だよりを定期的発行、旅行行事やパークゴルフ等の交流を深めている。

(４)活動のテーマ「楽しみ７分、運動３分」から「楽しみと運動の統一」へと数年前から 全退教が

変えていることが話題となり、道本部より

①新しい情勢の中で全退教の役割や課題が変化してきており「楽しみ７分、運動３分」 とい

う量的な運動から質的な運動へと新たな探求と模索が行われている。

②若い教師の中で退教は、親睦、交流の活動が基本であるが遊んでばかりいるという声

も出ている

＊本部役員選出方法は ｢立候補制｣になっているが、２０１３年総会で検討する。

■憲法を語ろう！道民集会
▼5月3日(金) 10時～かでる２･７ホール

▼記念講演
｢憲法と社会保障で、震災復興と原発ゼロを｣

▽ 講 師＝日野秀逸氏 (東北大名誉教授)

▼特別報告
｢自民党改憲草案の危険性｣

▽ 講 師＝神保大地氏 弁護士

(「明日の自由を守る若手弁護士の会」共同代表)
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只今の現勢です

■総会時(２１０名)

その後

★入会しました (３名)

＊退会しました (２名)

＊亡くなられました (４名)

■現勢(2010.12.21) (２０７名)

ひとりじゃ虐められっぱなしの世の中。

仲間と共に楽しみも、生き甲斐も、運動 も

力いっぱい広げませんか。

仲間をたくさん増やしませんか。

〈役員会〉
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